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韓

言葉

国
民
経
済
三
世
界
経
済

lIt 

静

主唱

治

戦
時
及
戦
後
に
亘
bJ
、
我
邦
経
済
関
係
は
目
立
も
て

国
際
的
に
鋳
大
せ
ら
れ
、
各
方
面
の
幽
際
関
係
の
濃
厚

化
、
と
相
待
ち
て
、
国
際
知
識
樋
養
の
必
要
も
亦
主
張
せ

ら
る
、
に
至
れ

b
、
吾
人
は
明
治
三
十
七
年
京
都
法
科

大
事
の
課
税
を
卒
へ
て
、
間
半
拙
捕
を
大
事
院
に
移
せ
る
賞

時
、
研
究
事
項
芭
し
て
寸
閥
際
経
済
問
題
の
解
決
」
を
選

ぺ

ιニ
ご
を
想
起
し
、
叉
爾
来
放
務
上
内
職
責
を
謹
す

に
逐
は
れ
、
そ
の
素
志
貫
徹
土
何
等
纏
b
七
る
業
績
な

き
を
顧
み
、
白
か
ら
耽
ぢ
ゃ
ん
ば
ゐ
ら
す
、
そ
は
兎
に
角

在
日
入
手
せ
る
』
S
え
の
E
ロ
宮
内
「
叶
]
戸
内

2
一
向
(
一
号
〈

c-z

者
】
耳
目
日
戸
別
早
一
N

M

(

一
九
一
七
年
設
行
口
5
4
2江

ω岳山
内
己
目
。

r
3

出
品
己
『
ゅ
の
改
訂
改
題
世
肌
)
を
締
〈
に
、
岡
民
経
済
ご
世
界

経
済
ご
の
関
係
に
闘
L
、
要
領
を
得
た
る
略
設
を
合
む

こ
E
e
T
注
目
せ
る
を
以
て
、
取
敢
中
以
下
号
の
億
之
を

雑

錐

園
民
解
済
と
世
界
純
済

紹
介
す
る
こ
己
、
せ
り
。

五
口
人
の
見
解
に
よ
る
に
園
民
経
済
ご
は
、
園
家
組
織

を
な
せ
る
一
悶
民
的
内
部
に
、
人
の
欲
望
を
充
た
す
の

備
へ
整
然
化
る
こ
さ
な
り
従
ひ
て
結
合
さ
れ
た
る
多
，

数
私
経
済
(
家
計
及
品
甘
利
金
さ
以
上
に
、
超
越
せ
る
一
共
同

窓
志
を
宿
せ

h
、
而
し
て
外
園
Z
の
交
渉
を
、
主
ご
し

て
管
h
u
者
は
私
経
済
な
る
も
、
そ
の
貼
に
於
て
も
同
様

に
自
由
党
ら
や
、
寧
ろ
共
同
志
士
山
に
よ

h
表
明
き
る
、
、

全
民
衆
の
利
金
に
は
屈
従
し
っ
、
然
り
ざ
す
、
従
ひ
て

世
界
経
済
は
な
経
済
鱒
及
国
民
経
済
躍
が
、
そ
の
闘
領

土
の
閥
境
を
越
え
一
1
質
食
す
る
が
た
め
に
、
惹
起
さ
る

る
経
済
的
利
害
の
、
賞
際
線
綿
に
外
な
ら
宇
。

悶
民
経
済
、
己
世
界
経
済

=ω
闘
係
に
つ
き
、
現
今
行

は
る
、
昆
解
は
之
を
三
稀
に
分
つ
ぺ

L
、
第
一
積
は
世

界
経
済
に
劃
L
、
園
民
経
演
の
閉
鎖
を
多
大
な
ら
(
め

ん
ご
す
る
も
の
、
剖
も
排
他
的
商
業
圏

m
g
n
r
-
0
5
自
己

目
E
号
-ωωEE
観
念
に
、
接
近
せ
ん
ョ
と
す
る
も
の
な
り
、

第
二
穂
は
悶
民
経
済
が
一
段
高
〈
後
阻
止

L
て
、
世
界
経

済
正
な
る
べ
き
こ
ご
を
仮
定
す
、
却
も
後
者
を
以

τ逮

L
得
べ
〈
、
又
毘
勉
之
が
達
成
に
努
む
べ
き
、
最
高
経

第
十
九
巻

(
第
二
就
一
四
七
)
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雑

録

困
民
師
同
時
と
世
界
嫡
拍
問

済
階
段

Z
L
て
示
さ
ん
ご
す
、
第
三
沌
の
も
の
は
雨
者

の
継
承
を
主
張
せ
ず
し
て
、
そ
の
並
立
を
主
張
す
、
之

に
つ
き
て
も
雨
者
交
互
関
係
の
如
何
に
つ
き
て
は
、
穂

h

司
に
観
想
さ
れ
得
べ
し
。

特
に
農
業
の
範
固
に
あ
り

τは
、
自
闘
の
需
用
は
自

国
に
て
充
た
す
を
以
て
、
崎
市
来
に
於
け
る
費
展
の
、
目

標
た
ら
し
む
る
の
要
ゐ

h
z
す
る
標
語
に
よ
り
、
経
械
胴

上
に
於
け
る
保
護
政
策
普
及
の
勢
増
大
の
機
運
を
熟
成

せ
り
、
商
政
上
屡
農
業
ご
聯
盟
せ
る
、
鉱
業
も
亦
此
見

解
に
傾
〈
、
同
業
上
品
川
出
関
係
の
務
ら
ぎ
行
か
ん
こ
ピ

を
助
勢
す
れ
ば
な
b
、
こ
の
思
想
た
る
文
献
上
に
あ
h

て
は
、
従
前
劇
し
(
争
は
れ
た
る
、
農
業
立
国
及
工
業

立
国
論
の
論
守
に
よ
h
代
表
さ
れ
た
り
、
従
来
の
諸
原

料
供
給
困
そ
の
大
工
業
を
驚
這
せ
じ
め
、
叉
を
の
人
口

を
措
唱
さ
ん
か
、
同
時
に
製
造
ロ
聞
を
貿
ム
こ
ご
一
府
砂
き

に
至
b
、
原
料
を
供
給
す
る
駄
に
於
て
は
一
暦
微
力
ご

な
る
べ
き
を
以
て
、
ぞ
の
周
吉
諸
開
化
困
ご
の
貿
易
は
、

徐
々
に
縮
少
す
る
の
外
な
か
る
べ

L
o
さ
れ
戸
一
此
意
見

に
桝
到
し
正
賞
に
指
摘
さ
れ

L
貼
は
、
諸
原
料
供
給
岡
大

工
業
化
の
勢
を
増
す
ご
き
は
、
閲
兵

ω時
買
力
を
高
な

第

十

九

巻

ニ

カ

六

ぺ
き
を
以
て
、
た
め
に
そ
の
勢
外
商
業
を
縮
少
せ
し
な

る
こ
さ
な
〈
、
寧
ん
増
大
せ
し
む
己
す
べ
き
こ
ご
た

b
、

夫
れ
輸
入
の
禁
止
は
、
今
日
迄
仁
達
し
得
た
る
開
化
程

度
の
、
断
念
を
意
味
し
、
輪
出
の
禁
止
は
経
済
上
大
に

有
盆
な
る
、
特
殊
化
の
放
棄
を
意
味
す
、
素
よ
り
特
殊

化
の
た
め
に
頼
他
の
関
係
を
生
守
る
も
、
そ
は
常
に
相

互
的
頼
他
な
h
o

世
界
経
済
を
一
府
高
等
な
る
、
一
俊
展
階
段
椀
せ
ん

之
す
る
見
解
は
、
兎
に
hr
、
る
経
済
畿
日
鹿
に
件
ひ
、
政

治
組
織
の
一
一
獲
還
を
生
h
U

ぺ
し
己
す
る
や
、
然
b
ざ
る

や
に
よ
ち
二
分
せ
ら
る
、
就
中
現
在
の
諸
国
共
同
関
係

又
は
枇
曾
秩
序
を
、
基
本
h
N
h
z
椴
定
す
る
も
の
は
、

明
か
に
古
典
獄
の
皐
設
に
左
栂
せ

h
、
経
済
的
関
民
主

義
の
創
立
者
た
る

F
Z
E手
口
早
さ
へ
も
、
国
民
経

済
の
紋
態
を
以
て
、
世
界
経
済
朕
怨
に
遜
る
の
、
一
過

渡
期
に
外
な
ら
宇
ご
し
、
世
界
経
済
状
態
に
あ
り
て
は
、

一
切
の
諸
岡
民
が
一
の
枇
曾
を
な
す
に
過
ぎ
F
ら
ん
ご
l

せ
h
、
今
日
の
綴
務
事
者
た
る
も
、
街
般
ム
ザ
ば
目
。
一
ロ
』

E
E
己目。
R
止
の
如
・
¥
古
典
振
の
純
張
'
り
内
じ
立
1
る

人
た
る
限
hp
は
、
同
様
に
考
ふ
、
。
c与
雪
印

nFEc--2

(
第
二
税

一
四
八
)



の
経
糖
品
目
展
周
平
読
も
亦
庁
出
に
属
す
、
そ
の
設
に
よ
れ
ば

市
民
的
俊
民
上
、
村
落
経
済
、
都
市
経
済
、
閥
民
経
済
及

世
界
経
済
の
順
序
を
逐
ム
ご
せ
り
、
さ
れ
ど
こ
の
世
界

経
済
が
、
そ
の
以
前
の
諸
階
段
同
様
、
そ
の
根
抵
を
一

の
政
治
組
織
に
、
お
け
る
も
の
ご
し
1
考
へ
ら
る
る
か
、

或
は
本
源
の
分
類
原
則
を
、
夜
に
至
hJ
俄
か
に
棄
て
允

b
ご
す
べ
き
か
に
つ
き
、
明
言
せ
る
所
な
し
。
然
る
に

一
肱
合
主
義
者
に
あ
り
て
は
、
園
境
に
て
阻
止
さ
る
る
-
-

さ
な
か
る
‘
へ
き
、
生
産
方
便
融
合
化
に
よ
る
、
社
合
秩

序
の
根
祇
的
鐙
官
民
ケ
要
求
す
る
こ
ご
に
よ
り
、
右
の
高

備
な
る
後
展
そ
れ
自
慢
は
生
る
ご
す
。
最
後
に
閥
際
公

法
数
授
出
Z
E
R
E
の
如
く
、
全
人
類
を
一
組
織
の
下

に
網
羅
す
ペ
き
、
一
世
界
閥
家
来
る
べ
し
さ
考
ふ
る
者

の
全
部
、
次
に
叉
戦
争
の
闘
守
全
部
を
遊
く
る
た
め
、

一
の
諸
国
聯
合
を
推
奨
す
る
卒
和
主
義
者
は
、
か
か
る

稜
展
を
以
て
園
際
的
範
囲
に
於
り
る
、
政
治
的
合
一
の

原
因
税
し
、
又
或
は
そ
の
結
果
萌
す
る
の
外
な
L
o

第
三
稀
の
見
解
は
図
民
経
済
及
世
界
経
済
が
、
永
鎖

的
に
並
立
存
在
を
綴
〈
ぺ
し
さ
の
、
見
解
に
基
づ
き
て

起
阜
、
之
に
つ
き
て
も
更
に
世
界
経
験
を
、
闘
民
経
済

轄

録

問
民
相
桝
ξ
世
界
担
梼

概
念
Z
同
種
の
概
念
た
り
ご
す
る
か
、
然
ら
。
さ
る
か
に

つ
き
T
は
、
意
見
の
相
違
起
り
得
、
へ
し
、
出
向
E
E
E

出
向
呂
ω

は
闘
民
純
済
t
世
界
経
・
新
ご
の
関
係
を
以
て
、

後
民
史
の
一
片
湖
す
ぺ
き
に
非
中
、
寧
ん
之
を
不
易
紋

態
調
す
ぺ
〈
、
之
に
つ
き
て
は
み
{
〈
岡
純
の
槻
鮎
よ
h
‘

後
粍
す
る
の
要
ゐ
り
さ
せ
り
、
園
民
終
携
は
之
に
部
局

せ
ろ
幾
多
桐
別
経
済
相
互
間
の
関
係
、
及
園
擁
に
罰
す

る
関
係
の
会
鶴
な
h
、
世
界
経
携
は
之
仁
反
L
世
界
の

桐
別
経
務
相
互
間
の
関
係
・
及
そ
の
交
互
影
響
の
会
憾

な
h
、
出
民
百
切
に
よ
る
に
図
民
経
日
新
の
特
色
ご
す
べ
き

は、

(
1
)
一
閤
宅
確
の
下
政
治
的
に
限
ら
れ
た
る
地
域

あ
る
こ
ご
、
(
2
)
幾
多
の
桐
別
経
済
あ
ち
、
是
等
に
つ

き
ザ
し
は
全
領
土
内
に
於
け
る
‘
交
州
自
由
存
在
す
る
こ

吉、

(
3
)
技
術
的
交
通
方
便
の
竣
這
ゐ
句
、

hr
〈
て
法

律
上
の
交
通
自
由
を
大
に
利
用
せ

L
め
、
地
域
上
大
に

隔
絶
せ
る
仰
別
経
済
も
、
亦
一
面
そ
の
所
在
地
の
自
然

的
長
所
を
後
揮
L
つ
つ
、
そ
の
需
用
充
足
上
交
互
に
補

足
す
る
こ
己
を
得
せ

L
む
る
こ
吉
、

(
4
)
法
律
、
商
業

及
経
済
政
策
上
、
交
通
政
策
上
の
諸
方
策
に
よ
り
、
個

別
経
済
の
数
果
多
き
活
動
を
進
捗
せ
し
む
る
?
』
ど
に
あ

第
十
丸
巻

一
四
九
)

九
七

(
第
二
親



雑

録

国
民
鯉
沸
と
世
界
騨
湾

h
z
せ
り
、
氏
は
真
に
進
み
て
設
け
り
、
同
一
の
本
質

保
件
は
世
界
経
傍
に
つ
き
て
も
存
在
す
ご
、
即
ち
個
別

解
糖
彩
多
な
る
ニ
ご
及
交
通
後
淫
せ
る
こ
ご
は
、
無
僚

件
に
存
在
す
、
領
土
概
念
に
宿
き
る
る
地
域
的
限
定
は
、

地
球
面
に
よ
り
授
け
ら
る
、
且
又
商
品
交
通
は
世
界
交

通
に
ゐ
り
て
も
、
国
家
の
行
動
に
よ
り
て
進
捗
せ
ら
る
、

唯
此
結
に
付

EREω

は
白
か
ら
設
け
た
る
係
件
、
卸

も
み
-
地
域
従
ひ
て
此
場
合
ご
し
て
は
地
球
杢
面
を
掩
へ

る
、
統
一
的
統
治
あ
る
日
、
し
ご
の
俺
件
を
者
過
し
、
そ

の
代
り
諸
佃
別
岡
家
に
よ
る
経
済
政
策
の
、
影
響
及
ぽ

さ
る
べ
き
二
ご
を
般
定

L
、
そ
の
政
策
は
必
然
的
に
統

一
を
計
る
に
勉
む
る
が
如
き
こ
ご
な
く
、
一
従
ひ
て
又
そ

の
外
岡
商
業
に
於
け
る
方
策
は
、
必
十
し
も
進
捗
的
た

ら
や
し

τ、
可
な
り
頻
繁
に
阻
碍
的
た
る
こ
ご
あ
り
己

せ
り
、
而

L
て
閤
際
傑
約
は
決
し
て
、
国
家
の
自
由
的

立
法
吉
岡
じ
き
法
相
酬
だ
ら
子
、
蓋
し
そ
の
中
一
L

は
異
種

の
二
意
忘
表
示
さ
る
る
こ
さ
な
〈
、
同
一
意
志
郎
ち
岡

家
意
志
の
二
方
向
、
表
示
さ
る
る
に
過
ぎ
さ
れ
ば
は
り
、

高
き
一
意
士
山
に
よ
h
支
配
さ
る
る
規
律
ゐ
る
こ
正
は
、

図
民
級
協
明
そ
の
も
の
の
他
の
特
徴
金
部
品
官
、
生
み
出
す

第
十
九
容

の
基
な
る
が
、
そ
は
世
界
経
済
に
備
は
ら
子
、
世
界
経

済
政
策
は
「
呉
れ
る
諸
領
土
に
於
け
る
、
個
別
経
済
相

互
間
の
交
通
関
係
を
、
内
閥
的
に
整
理

L
進
捗
せ
し
な

る
こ
さ
」
な
り
正
解
稗
せ
ら
る
る
も
、
そ
は
閥
民
経
務

政
策
中
掛
外
交
通
を
、
取
扱
ふ
べ
き
部
分
に
外
な
ら
や
、

航
海
保
約
に
あ
り
て
き
へ
も
、
関
民
的
影
響
は
甚
だ
明

白
に
重
き
を
な
す
、
海
洋
は
高
図
的
た
る
に
拘
は
ら
す
、

舶
は
国
民
的
た
る
の
外
な
け
れ
ば
な

h
、
従
ひ
て
各
僚

約
闘
は
各
保
約
国
の
利
盆
に
合
致
す
る
際
に
限
、
り
締
結

さ
る
べ
〈
、
又
か
く
合
致
す
る
期
間
丈
け
、
そ
の
数
カ

を
保
た
し
む
、
き
れ
ば
園
民
経
済

Z
E界
経
済
ご
の
、

永
遠
並
立
を
仮
定
す

N
L
ご
す
る
も
、
前
者
世
以

τ統

一
的
怠
志
に
よ
り
、
支
配
3
る
、
経
済
共
同
関
係
械

L
、

後
者
を
以
て
外
に
謝
す
る
園
民
経
済
の
生
活
表
現
に
渇

吉
守

t
観
す
る
甲
』
ご
に
よ

h
、
然
h
z
す
べ
き
な
り
、

動
外
経
済
政
策
ご
し
て
は
-
右
の
圏
外
突
進
に
本
づ
き

惹
起
き
る
¥
諸
結
論
を
抽
出
し
、
か
〈
て
世
界
経
済

の
範
囲
内
に
於
て
、
闘
民
経
柿
仰
を
後
展
せ
し
む
べ
き
、

諸
方
便
を
侵
す
べ
き
な
ち
。

(
第
二
競

一五
O
)

ブL
J、


